
平成２４年１１月８日（木）
加古川の洪水に備え、高砂市域で洪水時にリスクが高い区間
の「共同点検」を行いました。

－ 姫路河川国道事務所 －

Ｈ30.3.14

【問い合わせ先】
国⼟交通省 近畿地⽅整備局
姫路河川国道事務所 調査課
〒670-0947
姫路市北条1-250
TEL 079-282-8211

加古川減災対策協議会では、洪⽔時に破堤等のリスクが⾼くなる重要⽔防箇所等
の点検を、出⽔期前に⾏うよう取り組んでいます。

平成30年の出⽔期に備えて、⾼砂市及び⾼砂市消防本部と共同で、堤防の断⾯
不⾜になっている区間や、流下阻害になる横断⼯作物などを点検すると共に、破堤
に⾄った際の氾濫シミュレーション等を確認しました。

堤防点検情報等

◯ ⽇ 時：平成３０年３⽉１４⽇（⽔）１４：００〜１５：３０
◯ 場 所：加古川右岸0.0k〜4.6k付近（洗川樋⾨）
◯ 参加機関：⾼砂市 危機管理室、治⽔対策室、⾼砂市消防本部

姫路河川国道事務所 調査課、⼩野出張所

共同点検における情報共有・意見

・新幹線と⼭陽電⾞の橋梁を⾒⽐べて、橋桁の⾼さや橋脚の本数
などから古い橋梁は洪⽔時に流れにくい事を理解してもらった。

・粘り強い堤防対策の実施箇所を⾒てもらい、ハード⾯の破堤対
策について確認した。

・対空標識や河川距離標は平常時にも位置確認に有効だが設置箇
所について市と共有して欲しい。

対象河川：加古川⽔系加古川

加古川右岸0.0k付近（河口部）

高さ不足箇所（高潮区間）で、洪水以外に高潮防
御の機能などを説明

⾼砂市

堤防強化対策箇所で期待する効果などを説明
加古川右岸2.4k付近（堤防強化箇所）

横断工作物（堰）で流下阻害や改良予定を説明
加古川右岸3.8k付近（古新堰堤）

横断工作物（橋梁）で流下阻害の理由等を説明
加古川右岸2.6k付近（山陽電鉄橋梁）


